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機能性表示食品 届出食品情報 様式Ⅳ 

 

商品名 糖脂リミット 

 

健康被害の情報

の対応窓口部署

名等 ※ 

リフレ オーダーレセプショ

ン 

 

電話番号 ※ 0120-22-9299 

ファックス番号 0120-37-9299 

電子メール order@hc-refre.jp 

その他 特になし 

連絡対応日時（曜

日、時間等） ※ 

月～土 9：00～21：00/日・祝 

9：00～17：30 

その他必要な事

項 

特になし 

 

・組織図及び連絡フローチャートを添付すること（非公開） 

※  

・その他添付ファイル（非公開） 

  

［※ は入力必須項目］ 
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作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 糖脂リミット 

機能性関与成分名 ターミナリアベリリカ由来没食子酸 

表示しようとする

機能性 

本品には、ターミナリアベリリカ由来没食子酸が含まれ

ます。ターミナリアベリリカ由来没食子酸には、食事に

含まれる脂肪や糖の吸収を抑えて、食後の血中中性脂肪

や血糖値の上昇をおだやかにする機能が報告されていま

す。食後の血中中性脂肪や血糖値が気になる方に適した

食品です。 

 

２．作用機序 

 

ターミナリアベリリカは、インドの伝統医学であるアーユルヴェーダで用い

られるハーブのひとつであり、インドの多くの民族やその近隣諸国で広範囲に

利用され 1)、その果実は没食子酸を豊富に含んでいる 1,2)。 

 

① 食後の中性脂肪上昇抑制について 

食事に含まれる中性脂肪は、膵リパーゼによって、体内に吸収されやすい脂肪

酸やグリセロールに分解され、体内に吸収された後、中性脂肪に再合成され、リ

ンパを経由して血中に移行している 3)。膵リパーゼを阻害することにより、中性

脂肪から脂肪酸とグリセロールへの分解が抑制され、体内への中性脂肪の吸収

が抑制される結果、食後中性脂肪の上昇が抑えられることが、ヒト試験によって

報告されている 4)。 

 

ターミナリアベリリカ抽出物は、膵リパーゼ阻害活性を有すること、オリーブ

油や脂肪エマルジョン負荷後の血中中性脂肪を低下させることや、リンパカニ

ュレーション試験により、脂肪負荷後のリンパ液中への脂肪の積算吸収率を低

下させることが報告されている 5,6)。また、ヒト試験において、ターミナリアベ

リリカ抽出物は、プラセボと比較して、高脂肪食摂取 6 時間後までの血中中性

脂肪の曲線下面積を有意に低下させることが報告されており 7)、このヒトにおけ

る食後中性脂肪上昇抑制作用は、膵リパーゼ阻害による脂肪の吸収抑制に起因

することが報告されている 6)。 

 

ターミナリアベリリカ抽出物をメタノールで抽出し、シリカゲルカラムを用い

て分画後、各画分の膵リパーゼ阻害活性を測定した結果、強い活性を示す画分が

認められ、その成分について NMR 及び質量分析によって構造解析を行い、没食
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子酸が同定されている 5)。また、in vitro 試験において、ターミナリアベリリ

カ抽出物の膵リパーゼ阻害活性に対して、ターミナリアベリリカ抽出物に含ま

れる成分のうち没食子酸がほぼ 100%の寄与率（101%）を示したこと、ターミナ

リアベリリカ抽出物投与群と没食子酸（ターミナリアベリリカ抽出物中の没食

子酸当量）投与群を用いた in vivo 試験において、脂肪負荷後の血中中性脂肪

の上昇抑制作用やリンパへの脂肪吸収抑制作用に対して、いずれの群でもコン

トロールと比較して有意な効果が認められた一方で、両群間で差が認められな

かったことから、ターミナリアベリリカ抽出物の食後の中性脂肪上昇抑制に関

与する成分は没食子酸のみであることが報告されている 6)。 

 

以上のことから、ターミナリアベリリカ由来没食子酸は、膵リパーゼを阻害す

ることで、食事に含まれる中性脂肪を体内に吸収されやすい脂肪酸に分解する

のを抑制し、脂肪の吸収を抑えることで、食後の中性脂肪の上昇を抑えていると

考えられる。 

 

② 食後の血糖値上昇抑制について 

食事に含まれる糖質は、分解酵素の働きにより、体内に吸収されやすい単糖に

まで分解された後に、体内に吸収される 8)。中でも、小腸粘膜に存在し二糖を単

糖に分解する働きを有する二糖類分解酵素には、スクラーゼ、イソマルターゼ、

マルターゼなどがあり、α-グルコシダーゼと呼ばれている 8)。この α-グルコ

シダーゼを阻害することで、二糖から単糖への分解が抑制され、体内への吸収が

抑制される結果、食後の血糖値の上昇が抑えられることが、ヒト試験によって報

告されている 9,10)。 

 

ターミナリアベリリカ抽出物は、α-グルコシダーゼ（スクラーゼ、イソマル

ターゼ、マルターゼ）阻害活性を有すること、ショ糖負荷後の血糖値を低下させ

ることが報告されている 6)。また、ヒト試験において、ターミナリアベリリカ抽

出物は、プラセボと比較して、米飯摂取 120 分後までの血糖値の曲線下面積を

有意に低下させることが報告されており 11)、このヒトにおける食後血糖値上昇

抑制作用は、α-グルコシダーゼ阻害による糖の吸収抑制に起因することが報告

されている 6)。 

 

In vitro 試験において、ターミナリアベリリカ抽出物の α-グルコシダーゼ

阻害活性に対して、ターミナリアベリリカ抽出物に含まれる成分のうち没食子

酸がほぼ 100%の寄与率（98～102%）を示したこと、ターミナリアベリリカ抽出

物投与群と没食子酸（ターミナリアベリリカ抽出物中の没食子酸当量）投与群を

用いた in vivo 試験において、糖負荷後の血糖値の上昇抑制作用に対して、い

ずれの群でもコントロールと比較して有意な効果が認められた一方で、両群間
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で差が認められなかったことから、ターミナリアベリリカ抽出物の食後の血糖

値上昇抑制に関与する成分は没食子酸のみであることが報告されている 6)。 

 

以上のことから、ターミナリアベリリカ由来没食子酸は、α-グルコシダーゼ

を阻害することで、食事に含まれる糖質を体内に吸収されやすい単糖に分解す

るのを抑制し、糖の吸収を抑えることで、食後の血糖値の上昇を抑えていると考

えられる。 
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